
 

 

石川ハイテク交流センターの平成２０年度管理状況 
施設所管課 商工労働部産業政策課 

指定管理者 （財）石川県産業創出支援機構 

 理事長 谷本 正憲 

指定期間 平成 18年４月１日～平成 21年３月 31日 

 

（１）管理業務の実施状況 

業務内容 
（協定・条例に規定） 

具体的な業務（仕様書、事業計画）の実施状況 
（不十分な場合、その理由、指摘事項を記入） 

使用する者への利便の

提供に関する業務 

施設の使用受付、案内等の接遇向上 

・ 職員の接客マナー等の徹底と資質の向上 

・ 迅速、確実な受付事務の推進  

 

宿泊者及び施設利用者の苦情・意見の把握・対応 

・利用者アンケートの実施 

 

利用の促進に関する事

務 

 

 

自主事業の企画・実施 

・ＩＳＰフェスタの開催（H20.6.7） 

産業を支援する｢知｣の拠点施設を一般県民に公開をする

とともに、記念講演や進出企業の事業内容紹介、紙飛行機

コンテストなどを実施。 

 

施設の情報提供、広報、広告 

・ 市広報への掲載依頼 

・ パンフレット、ホームページの作成等 

 

周辺地域、関係機関との連携・協同の推進 

・ 市行政、北陸先端科学技術大学院大学（JAIST）、一般企業

との交流機会の提供 

   

使用の許可に関する業

務 

使用許可、使用料の徴収、納入 

・ 宿泊、会議利用者数の件数（(２)②参照） 

・ 使用料の収入実績（３）参照） 

 

施設、設備及び備品の維

持管理及び修繕に関す

る業務 

清掃、保守点検、警備、周辺公園管理を業者委託により実施  

（その他知事が必要と

認める業務） 

緊急時の対応・安全管理などの危機管理 

・ 当施設消防計画等による避難・通報・消火訓練の実施 

・ 緊急時の連絡体制の確立 

 

 

 



 

 

（２）施設の利用状況 

①利用指標（利用人数、稼働率などの数値目標） 

指標 Ｈ１９年度 

（参考） 

Ｈ２０年度 前年度比 

 

増減理由 

宿泊施設利用者数 １，９３８人 １，７２９人 ８９．２％ 

宿泊施設稼働率 ６５．４％ ５６．５％ ８６．４％ 

・景気低迷により長期の滞在

者が減少 

・JAISTが独自の宿泊施設を整

備 

会議室利用件数 １７０件 １５５件 ９１．２％ 

会議室稼働率 ７．８％ ７．０％ ７０．７％ 

・市内事業所等の総会・研修

会の減少 

・JAISTが独自の会議室を増設 

 

②使用許可等の状況 

 許可人数等 不許可人数等 不許可理由 

宿泊施設 １，７２９人   無  

会議室   １５５件   無  

 

（３）使用料の収入実績  

利用料金の収入及び減免の状況 

 収 入 額 減 免 額 減 免 理 由 

宿泊施設 7,193,950円 2,298,890円 ※下記によるもの 

会議室 3,524,011円   

ﾃﾆｽｺｰﾄ 41,410円   

計 10,759,371円 2,298,890円  

※当施設に宿泊する者で、減免の措置を行うことにより、施設の設置目的である｢産学官

交流等の推進を通じ、高度な科学技術の振興を図る｣ことに資する特定の者。 
  対象者 イ、先端大を訪問する者で、教育・研究を支援する者。 

      ロ、いしかわサイエンスパーク進出企業・研究所等で、教育・研究を支援する者 

      ハ、石川ハイテク交流センターにおいて実施される高度な科学技術の振興に 

        資することを目的として来訪する者。 

      二、その他、石川県における高度な科学技術の振興に資する目的で利用する者。 

 

（４）収支決算 

（千円） 

収  入 支  出 

管理料収入 ３９，３３７ 人件費 １６，０４１ 

事業収入 １０，７５９ 光熱水費 ９，６４４ 

共益費収入 ９６９ 修繕費 ３，３８０ 

労働費負担金収入 ７，４４５ 委託費 ２４，０３３ 

雑収入 １６８ 賃借料 ９７８ 

  その他 ４，６０２ 

合計 ５８，６７８ 合計 ５８，６７８ 

収支差額 ０  



 

 

（５）その他、県が必要と認める事項（管理の実態を把握するために必要な事項） 

①利用者の意見等 

（ア）利用者アンケート結果（平成２１年１月から２１年３月末、回答者５０件） 

回  答 
項  目 

良い 概ね良い 普通 やや悪い 悪い 

利用者サービス 56.0％ 40.0％ － 2.0％ 2.0％ 

施設の維持管理 64.0％ 36.0％ － 0.0％ 0.0％ 

 

（イ）利用者からの意見、苦情、要望 

年 月 内   容 対  応 

Ｈ２１．１ 部屋のトイレをウオシュレットに

してほしい 

今後の検討事項 

Ｈ２１．１ 客数が少ないが、人を集める工夫が

必要だ。 

ＩＳＰ交流会を定期的に開催し、誘客

に努めている 

 

②事故、故障等 

年 月 内  容 対  応 

 該当なし  

 

③その他報告事項など 

 

 

（６）評価結果 

評価項目 結果 所見（工夫、改善点） 

①サービスの維持・向上

や利用促進向けた取

組が行われているか。 

 

Ｂ 

 

 

・ 日々の事業展開のなかで、宿泊者、施設利用者に対す

る電話での応対、対面時の接遇等に心がけ、サービス

の向上に努めている。 

・ ＩＳＰ交流会 （毎週・木曜日） 

ＪＡＩＳＴ及びＩＳＰ進出企業等との連携及び情報

交換を目的として開催している。 

 

②施設、設備及び備品の

維持管理及び修繕が

適切に行われている

か。 

Ｂ ・施設の維持管理を適切に運営し、専門的知識等を必要

とする部門は外部専門業者に委託し、迅速・適切 

な管理を実施している。 

③適切に管理運営・危機

管理を行う組織・体制

となっているか。 

 

Ｂ 

 

・業務に関する研修を職員に受講させることで、適切な

運営に努めている。 

・非常時の連絡体制や消防計画が定められ、安全対策が

適切である。 

 



 

 

④その他、必要と認める

事項（例：苦情処理、

個人情報保護） 

Ｂ ・個人情報に関する指針を定め、職員に周知徹底を図っ

ており、適切な情報管理が行われている。 

総合評価 Ｂ ・施設の設置目的にあった適切な管理運営を実施してお

り、施設利用者の利便性やサービスの向上、利用促進

に向けて取り組んでいる。 
 

○評価基準 

Ａ：仕様書や事業計画に定める水準を上回っている 

Ｂ：仕様書や事業計画に定める水準を実施している 

Ｃ：仕様書や事業計画に定める水準を概ね実施しているが、一部課題がある 

Ｄ：仕様書や事業計画に定める水準を下回っている 

 

○総合評価 

Ａ：適正であり、優れた実績をあげている 

Ｂ：適正である 

Ｃ：概ね適正であるが、一部努力が必要である 

Ｄ：改善が必要である 

 

（７）助言・指摘事項 

 

 

 


